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教員養成大学におけ る農園活動の意義
「兵庫教育大学スチ ユーデ ン ト フ アー ム」 の実践から 一 
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農業 ・ 園芸活動には さ ま ざま な効用があ るこ と は知 ら れてい る。 学ぶ主体である と同時に、 将来知識 を授け る教員 と な

る学生にと っては、 その教育的意義は大きい。 本稿では、 大学農園が持つこのよう な教育的意義 を農業活動 ・ 高等教育 ・ 

教員養成と いう 3 つの側面から捉え直 し たう えで、 兵庫教育大学の農園 「スチ ユー デ ント フ アー ム」 の実践について報告

を行う 。 スチ ユーデ ン ト フ アームは、 既存の実習園 (第 1 フ ァ ーム) と、 新 し い農園 (第 2 フ ァ ーム) を合わせて、 平成

24年度に発足 し た兵庫教育大学における大学農園である。 第 1 フ ァ ームではおもに理科 ・ 技術科 ・ 家庭科 ・ 総合学習の教

科教育に用いられ、 栽培活動や食育な ど、 多様な実践が行われている。 また温室、 水生植物栽培槽、 魚類飼育槽、 フラワー

ガーデ ンな ども整備 さ れている。 第 2 フ ァ ームでは、 学生が自発的に課外活動 と し て野菜や花 を栽培 し たり 、 学生同士、

あ るいは教職員や地域の人々と 交流 し たり す るこ と がで き る。 平成25年度には有志の学生らがスチ ユー デ ン ト フ アー ムの

サーク ルを立ち上げた。 自然のなかで身体を動かし、 仲間と協働 し、 生き物の成長に驚きや喜びを見出 し、 知識を実践的

に得 る と いう 、 体験に基づ く 農園での学びは、 活動に関与す る学生にと っ ては実り のあ る ものと捉え ら れてい る。 し かし

ながら、 スチ ユー デ ント フ アー ムは大学の一事業ではあるが、 特定の運営機関があ るわけではな く 、 学生や教員の自主的

な活動によ っ て大部分は支え ら れてい る。 今後スチ ユー デ ン ト フ アー ムを存続 させ、 活動 を継続 し てい く ためには、 こ れ

ら の課題を解決し てい く こ と が必要と な る。 
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I スチ ュ ー デ ン ト フ アー ム設置の意義 と 経緯

1 . 農業体験と 大学生の学び

土 を耕 し、 野菜 を植え、 収穫でき たものを食べる。 こ

の一連の作業は一見、 簡単で楽 しそう に見え る。 そ し て

実際 「簡単」 と は言え ないが、 「楽 し い」 も のであ る。 

こ の 「楽 し さ」 は、 身体を動かし、 さ ま ざまな知識を得

る と こ ろから生 じ る も のであ る。 農業体験 を通 じ て人は

多 く のこ と を学ぶこ と ができ る、 と いう 考え方に対 し て

おそら く 異論はないだろう 。 しかし こ のよ う な考え方が、

高等教育では農学 ・ 園芸学といった専門教育以外のと こ

ろで十分に根付いてい ると言う こ と は、 まだ難しいかも

し れない。

本稿では、 兵庫教育大学にある農園 「 スチ ユー デ ン ト

フ アー ム」 の実践について報告す る。 そのまえ にまず、

大学農園の存在が、 本学のよう な教員養成大学の学生の

学びに どのよ う に関係す るのかについて、 (1) 農業活動

の効用、 (2) 大学 (高等教育) における農園、 (3) 教員養

成大学の農園、 と いう 3 つの側面から考察 し てみたい。 

(1) 農業活動の効用

松尾 (2013) は、 農耕 ・ 園耕 ' の効用 を 「身体的」

「精神的」 「社会的」 という 大き く 3 つの面から捉え、 具

体的 には以下の 8 つに カ テ ゴライ ズ し てい る 2。
① 生産的効用 : 努力の成果が生産物の形で見え るこ と によ っ

て、 達成感、 喜 び、 意欲な どを与え て く れる。

② 経済的効用 : 農家の場合は売上によ る生計であり 、 アマ
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チ ユアの場合には自家産品によ る家計支出の減少が考え

ら れる。

③ 心理的 ・ 情緒的効用 : 生産物を五感で感知 したり 、 植物

の手入れを し たり し てい る と き に得 ら れる快一不快 ・ 沈

静一高揚 ・ 好 き 一嫌い と い っ た情感、 活動 と その成果 を

通し て味わう 達成感 ・ 自信 ・ 自己評価の高ま り 、 共同作

業等によ っ て得 ら れる連帯感や共通の価値観な ど。

④ 環境的効用 : 植物のある眺めによ る心理的 ・ 情緒的反応

(心理的側面) 、 温度や湿度の変化の緩和 ・ 空気の浄化 ・

防風 ・ 防火 ・ 防音 ・ 遮光 ・ 小動物の生息地 (物理的側面)、

植物のある環境が会話 を弾ませたり する (社会的側面) 。 

⑤ 社会的効用 : 生産物や生産活動が人と人と のつながり の

場やき っかけ を作 る、 家族の絆を強める、 仲間づ く り や

まちづ く り に発展する人間関係の形成な ど。

⑥ 教育的効用 : 子 どもや素人に知識 ・ 知恵 ・ 思想な ど文化

を伝え、 人間社会の一員 と し て生き るこ と を学び ・ 教え

る媒体や素材と し ての役割。 植物の成長に関わる諸条件

(虫 ・ 病気 ・ 天候 ・ 土 ・ 肥料 ・ 農薬な ど) や暮ら し のな

かでイ メ ージと し て生き る植物 (季語 ・ 諺 ・ 色名) な ど

への興味関心 を育て る。 季節感、 生き ものへの共感、 成

長を待つこ と の大切 さ と辛抱強 さ を実感でき る。

⑦ 身体的効用 : 食べもの ・ 嗜好品 ・ 薬用植物と して生産物

が身体の健康に役立 ってい る。 筋肉 を動かすこ と は、 身

体機能の衰え を防ぎ、 免疫力 を高め、 体調 を維持するこ

と に寄与する。

⑧ 人間的効用 : 癒 し ・ 喜び ・ 愉 しみ ・ 生きがい ・ 意欲を与

え る . 

大学農園に と っ て重要な カ テ ゴリ ーと し ては、 「心理

的 ・ 情緒的効用」、 「社会的効用」、 「教育的効用」、 「身体

的効用」 が挙げられるだろう 。 なかでも 「教育的効用」

は、 知識を獲得する主体であり 、 かつ将来知識を授け る

存在と なる学生にと っ て、 非常に重要な ものである。 ま

たキ ャ ンパス内で学生同士のつながり はどう し て も限定

的になり がちであ るが、 農園では重労働も含めた共同作

業 をやら なけ ればな ら ない こ と も あり 、 そこ から連帯感

が生 じ るこ と も あ る。 さ ら に自然の生み出す営みや美 し

さ に対する 「心理的 ・ 情緒的効用」 も見逃せない。 知識

を詰め込む学びではな く 、 自然体験を通 じて情操的な感

覚 を酒養し てい く こ と は、 将来教員 にな る学生にと っ て

欠かせない も のであ る。 

(2) 大学 (高等教育) における農園

高等教育と 農業が直接的に関連す るのは、 農学部や園

芸学部を擁する大学においてである。 こ のよ う な大学で

は、 土、 野菜 ・ 花、 果樹、 動物に触れながら実地で学ぶ

こ と が重要であるため、 農園や庭園が学内 も し く は学外

に設置 さ れてい るのが一般的で あ る 3。 し か し近年、 農

業 と直結 し ない大学において も農園活動は注目 さ れてい

る。 その先端的なモデルと し て、 北米の 「学生農園運動

(Student Farm Movement)」 が挙げら れる。 北米の学生
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農園運動の事例を集めた論集のなかで、 編者のセイ ヤー 

(Sayre 2011) は、 学生農園が作 ら れた日的 を以下のよ

う にま と めてい る。 

農生態学 (agroeco1ogy) や環境学 (environmental studies) 、
その他の専門科目の公式 な学問へと関連付けつつ、 同時に、

食品廃棄物のリ サイ ク ルや食堂への地元食材の提供 と い っ

た 、 よ り 広 範 な 大 学 キ ャ ン パ ス の 持 続 可 能 性

(sustainability) の目標 を推進 し ながら、 有機栽培によ る生

産や販売についての基礎的な指導 を行う こ と にある。 さ ら

に学生が地元の食糧銀行 ( food bank) に提供す る食材 を

育てたり 、 近隣の中等学校に菜園を作 っ たり 、 あ るいは小

学生の団体に農園ツアーを開催 し たり するな ど、 地域社会

のサー ビスと いう 要素が含ま れるこ と も多 い 4。 

北米の学生農園運動は、 農学、 園芸学、 環境学と いっ

た教科の正課内活動と連携 し ながら、 学生が主導す る正

課外活動 と し て広ま っ てい っ た5。 環境問題、 社会の持

続可能性、 健康志向と有機栽培、 地元共同体と大学と の

連携、 生産 ・ 販売 ・ 消費サイ ク ルへの コ ミ ツ トーこう

い っ た諸問題に取り 組む点において、 北米の学生農園運

動は一種の知的運動と し て捉え るこ と ができ る。 高等教

育機関において農園を行う 意味のひと つは、 知 をめ ぐ る

体験と し ての場や機会を大学が学生に与え るこ と にあ る

と言え る。 

(3) 教員養成大学の農園

教育大学 ・ 教育学部においては、 学生が将来教員になっ

たと き に実践的な教育活動に役立つよ う な農園が作 ら れ

てい る 6。 いずれの場合 におい て も 、 近年の環境問題や

大学の共同体参画の意識の高まり を受け、 「環境学習」

や 「地域連携」 がで き るよ う な設計にな っ てき てい る 7。
海外 に目 を向け る と 、 た と え ば ドイ ツのカ ールスルー 

エ 教 育 大 学 (Padagogische Hochschule Karlsruhe) の

「生物学およ び学校園開発研究所 ( Institut fiir Biologic 
und Schulgartenentwicklung) 」 での農園の実践がある。 

「学習園 (Lemgarten) 」 と 呼ばれる農園では、 基本的に

は正課 (生物学) の授業 プロ グラ ムが行われる。 しかし

そのプロ グラ ム内容は、 樹木 ・ 動植物 ・ 昆虫 ・ 環境等々

に実際触れながらの体験的な知識の習得、 栽培活動、 子

ども から大人までの地元住民への開放や講座の開講、 職

業学校と の協働な どと 幅広い 8。
本学においても開学ま も な く に 「実習園」 が設置さ れ

た。 正確な記録は残 さ れていないが、 自然、 生活 ・ 健康

棟の第 2 期工事後 (昭和58年以降) に大小 2 つの圃場、

温室、 およ び水生植物の栽培槽 と魚類の飼育槽が設置さ

れた。 こ れらの施設は自然系理科や生活 ・ 健康系技術の

教員ら (山田卓三教授 (当時) と盛政貞人教授 (当時) ) 
が中心 と な っ て計画 し たも のであ っ た。 その後はお も に、



教員養成大学における農園活動の意義

自然系理科分野と生活 ・ 健康系技術分野が利用 してきた。

平成10年頃から家庭科教育にも用い ら れ、 生ごみの処

理やサツマイ モの収穫、 綿や大豆の栽培等 を行 っ た。 ま

た平成12年からは、 総合学習の実習場所と し ても利用 さ

れて き た。

この既存の実習園に加え、 平成23年度の 「重点事項に

係 る提案型事業のアイ デア募集」 に総合教職キ ャリ アセ

ン タ ー設置準備室 (現 「教職キ ャ リ ア開発 セ ン タ ー」 ) 9 

の教職員 が提案 し、 採択 さ れた プロ ジ ェ ク ト '° によ っ

て新 たな農園 を作 るこ と にな っ た。

事業アイ デアの採択が決ま っ た平成23年度後期、 筆者

ら実習園に関わっ てい る教員 と プロ ジェ ク ト に関わる教

職員 でワ ーキ ン ググループ を作 り 、 農園 を作 る意義、 農

園の運営方法、 農園のデザイ ンや改修案な どについ て意

見交換 を行 っ た。 その際にと く に考慮 し たのは、 そ れら

が教科教育の実地学習の場であ ると と も に、 学生が農園

の作業に自主的 ・ 自発的に関わり 、 幅広い学びができ る

場にす ると いう こ と であ っ た。 上記のよ う な農業 ・ 農園

と大学教育 と の関連についてのさ ま ざまな知見を踏まえ、

本学の農園が学生に対 し て持つお も な意義は、 次のよ う

な も のであ る と考え た。 

■ 自然科学、 生活科学、 社会科学、 その他の基本的な知識

を、 実体験を通 じて習得す るこ とができ る。

■ 食育や栽培等の学校現場におけ る指導力 ・ 実践力 を養成

する。

■ 環境問題や地産地消 な どについてのエ コ ロ ジー意識を向

上 させる。

■ 多様な人々 (学生 ・ 院生 ・ 教職員 ・ 地域住民) と 連携や

協働 をす る こ と で、 コ ミ ュ ニ テ ィ 意識やボラ ンテ ィ ア精

神 を涵養 し 、 コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ンスキルを身に付け る。 

そ して平成24年 4 月、 図書館裏に新たに農園を作り 、

既存の実習園を 「第 1 フ ァーム」、 新 しい農園を 「第 2 
フ ァ ーム」 と し、 この 2 つを合わせて 「兵庫教育大学ス

チ ユーデ ン ト フ アーム (以下 「スチ ユーデ ン ト フ アーム」 ) 

と す るこ と と な っ た。 

2 . スチ ュ ーデ ン ト フ アームの整備

第 1 フ ァームでは、 こ れまで実習園に関わっ てき た教

員 を中心と し て、 教科教育を目的と し た利用を引き続き

行う こ と と なり 、 平成24年 3 月までに、 遊歩道の敷設、

車の乗り 入れ可能な敷地の整備、 門の設置 ・ 改修、 畑土

の追加、 ヒ ユー ム管の清掃、 不要物の処理等 を進めた。 

さ ら に、 栽培や園芸活動に興味のあ る学生や教職員 によ

る利用ができ るよ う 、 ウサギ小屋を撤去 し た部分に、 新

たに畑地 3 つを作った (写真 1 およ び写真 2 )。 

一方、 ま っ た く の更地であっ た図書館裏の第 2 フ ァ ー
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写真 1 : 改修 ・ 整備 さ れた実習園 「第 1 フ ァ ーム」。 平成24 
年 4 月撮影。 

写真 2 : 第 1 フ ァ ームには遊歩道や敷石が施設 さ れた。 平

成24年 4 月撮影。 

ムには、 個人ま たは グループ単位で参加で き る よ う に、

6 メ ー ト ル X 7 メ ー ト ルの畑地を作 っ た' '。 敷地内 には、

花壇 2 つ、 大型木製プラ ンタ 一2 個、 木製ベ ンチ 3 基、

ミ ニ畑 2 つを設置 し た (写真 3 ) '2。 水道や倉庫 も備え

付け、 耕運機や錦 ・ 鋤 ・ ホー ・ ス コ ッ プ等の農具 も新 た

に揃え た。 また、 平成24年度末には、 大学会館からの階

段、 畑地までの砂利道、 フ ァ ーム内の電灯設置と い っ た

整備 も行われた。 さ ら にこ の時期、 北側の空地を学生が

耕運機と手作業で開墾し、 土を入れて、 畑地を増設した。 

写真 3 : 更地 を起こ し 、 間伐材ででき たペ ンチ等 を設置 し

た 「第 2 フ ァ ーム」。 平成24年 4 月撮影。 

ま た 「兵教 ス チ ユー デ ン ト フ アー ム」 の色違い の看

板'3 (写真 4 ) が第 1 ・ 第 2 フ ァ ームに設置 さ れ、 大学

のマ ス コ ツ ト キ ヤラ ク タ 一 「 ひ よう ち やん」 と 野菜 た ち

のロ ゴ'4がス チ ユー デ ン ト フ アー ムの周知 に一役買 っ て

い る。 
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写真 4 : スチ ュ ー デ ン ト フ ア ー ムの看板。 左は ク リ ーム色

で第 1 フ ァ ーム、 右は空色で第 2 フ ァ ームと な っ て い る。 

看板 も間伐材でできている。 平成25年 3 月撮影。 

II スチ ュ ー デ ン ト フ アー ムの利用の現状

平成24年 4 月のスチ ユーデント フ アー ム始動以降、 フ ァー

ムに関わる教員 らは、 各自目的 を も っ て活動 を行 っ てい

る。 以下にスチ ユー デ ン ト フ アー ムでの活動実践内容や

教育的意義について述べる。 

1 . 第 1 フ ァ ーム

(1) 自然系教育分野

■ 渥美ゼミ

渥美 ゼ ミ では、 各種 アサ ガオ をは じ め、 カ ボチ ャやオ

モチ ヤカ ボチ ヤな ど理科で取り 上げる機会の多い植物の

栽培実験、 あ るいは、 専門研究のためにササユ リ な どの

ユリ属植物を栽培 し てき た。 栽培活動を希望する院生や

学部生が、 空き スペ ース を利用 し て ミ ニ ト マ ト やナス、

カ ボチ ャ と い っ た夏野菜 を栽培す るこ と も多 かっ た (写
真 5 およ び写真 6 : ジヤガイ モ栽培体験の様子)。

一方、 教員養成課程の改訂にと も な っ て平成14年度か

ら 「総合演習」 (平成21年度からは 「教育総合演習」 と

改めら れた) が設置 さ れたのにと も ない、 第 1 フ ァ ーム

を利用 し て小学校でよ く 栽培 さ れる ジ ヤガイ モ を中心と

す る栽培と 野外調理を、 理科分野が開講する演習の課題

のひと つと し て実施 した ( ジ ヤガイ モ を教材と し た同様

な プロ グラ ムがカ ー ルスルー エ教育大学の実習園で も行

われてい るのは興味深い こ と であ る) 。 学校教育研究科

の小学校教員養成特別 プロ グラ ムが始ま ると、 栽培 を選

択する学生が急増 し た。 後に教職大学院が発足すると大

半の受講生が小学校教員養成特別 コ ースに所属す るも の

になっ たのは驚き であっ た。 こ の演習は 「教育総合演習」

が廃さ れる平成23年度まで毎年実施さ れた。

農業体験を通し て生き物 (植物) 経験を積むこ と がス

チ ユーデ ン ト フ アー ムの教育的意義 と 考え ら れる。 中山

間地を含めた地方出身者で も、 農業体験のあ る学生はほ

と んど存在 し ない (家業の手伝い も し ていないよ う であ

る) 。 し かし、 実際には、 土や植物 と の触れ合いに興味

を持ち、 積極的に参加 しよ う と する学生は多いのには驚

か さ れる。 こ のよ う な体験 を通 し て さ ま ざまに経験 を積

むこ と は、 教員 と な っ た将来に資する と こ ろは多いと考

え ら れる。 
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ジ ヤガイ モな どの栽培に携わる学生の様子を観察 し て

い ると、 栽培活動を通し た生き物体験がも たらす効果に

驚かさ れる。 も っぱら食欲を参加動機と し ていたも のが、

次第に生き物の成長や変化に対する興味を示すよう にな

る。 そのさ ま を観察 し てい る と、 農業 を中心 と し た生活

を通し た生き物体験の機会と して、 果樹園芸や (ニホ ン) 
ミ ツバチの飼育な どを取り 上げるこ と も 意義深い と考え

ら れる。 

i i 
写真 5 : ジヤガイ モ栽培体験 (平成24年度) 

写真 6 : ジヤガイ モ栽培体験 (平成25年度) 

(2) 応用生活系教育分野

■ 岸田ゼミ

平成25年度前期の授業 「食育の考え方と進め方」 (大
学院 1 ・ 2 年、 コ ース総合分野科日) でスチ ユーデン ト

フ アー ムを利用 し た (受講生24人中、 活動参加学生は10 
名)。 授業は、 学校教育におけ る食育の考え方、 枠組み、

学習内容 ・ 方法のあり 方について理解を深め、 食育実践

のための資質能力の向上を図るこ と を目的 と し てい る。 

大学院 (修士) の授業15回 (表のシラバス参照) のう ち

1 回を 「食育におけ る体験活動の位置付け」 にあて、 食

育には体験活動が重要であるこ と、 栽培活動の意義や実

践例な どを扱っ た。 受講生が多かっ たので授業時間内で

フ ァ ームでの栽培活動が実施できず、 有志で課外に継続

的に実施した (写真 7 )。

授業で スチ ユーデ ン ト フ アームを利用す る目的は、 体

験活動と し て実際に栽培を行う こ と により 、 知識だけで

な く 栽培に関する技術 を習得するこ と にある。 また食育

では、 「食」 の大切 さ (食べ る こ と の大切 さ、 食べ物の
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大切 さ) を、 実感をと も な っ て学ぶこ と が重要であり 、

栽培を通し て食べ物の大切さや 「食」 の循環に対する意

識や関心 を高めるこ と も ねらい と す る。

スチ ユーデ ン ト フ アームの教育的意義 と し ては、 活動

を通 し て食べ物の大切 さ を学べるこ と にある。 生産から

調理、 消費につながる 「食」 の循環について、 学生が実

感 を も っ て学ぶこ と を期待す る。 栽培活動にはい ろい ろ

な要素が含ま れており 、 多様な経験や学びの意義は大き

い o 

表 : 大学院 (修士) の授業 「食育の考え方と進め方」 (平成
25年度前期) シラバス

ー ガイ ダンス, 食育の基本的な考え方 (岸田, 増澤, 山本) 

2 学校における食育実践の枠組み : 食育の学習内容と年間指導計画 (増澤) 

3 食育におけ る体験活動の位置付け (増澤) 

4 教科内容と食育①家庭科の教科内容と 食育 (栄養と 調理) (岸田) 

5 食事バラ ンスの指導に関す る演習 (岸田) 

6 食事バラ ンスに関する食育実践事例研究 (岸田) 

7 給食 を活用 し た食育実践事例研究 (岸田) 

8 教科内容と食育②体育, 保健体育の教科内容と食育 (運動 と栄養) (山本) 

9 食事と 運動 (運動の大切さ , 生活習慣病) (山本) 

10 食事と 運動に関す る食育実践事例研究 (山本) 

11 教科内容と 食育③理科 ・ 社会科の教科内容と食育 (増澤) 

12 地産地消 ・ 食文化の学習 を組み入れた食育実践事例研究 (増澤) 

13 受講生によ る食育実践事例研究 (増澤) 

14 受講生によ る食育実践事例研究 (岸田) 

15 受講生によ る食育実践事例研究の発表 (岸田, 増澤, 山本) 

写真 7 : 「食育の考え方と進め方 (第 3 回) 」 での栽培活動

(平成24年度) 
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■森山ゼミ

森山ゼミ は、 技術教育、 情報教育、 ICT 活用教育につ

いて教育 ・ 研究を行っ てい る。 ゼミ の課外活動 と し て、

フ ァ ームでの栽培活動に取り 組んでい る。 こ こ には、 ①

教材研究と しての栽培活動、 ②学生の交流を図る 「手段」

と し ての栽培活動、 ③ フ ァ ームでの栽培活動 を コ アに し

た多様な プロ ジェ ク ト の実施、 と いう 3 つのねら いがあ

る o

① 技術科の教員養成におけ る教材研究と し ての栽培

活動

平成20年告示学習指導要領においては、 技術科に内容

D 「生物育成に関す る技術」 が必修化 さ れた。 そのため

現在、 教育現場では生物育成に関する技術の授業実践に

向け、 その教材研究が求めら れてい る。 こ のこ と はゼミ

に配属 さ れる技術科担当の現職教員院生、 ス ト レート院

生にと っ て切実な課題であ る。 しかし現在のと こ ろ、 生

物育成に関する技術 を指導でき る専門の教員配置はな く 、

理論的な教育内容 (農学に関する専門的な知識) は指導

でき ない。 そのため、 実習の部分だけで も、 と いう 思い

から、 ゼミ 活動 と し て課外での栽培活動 を位置付け てい

る。 技術科担当の現職教員院生が、 ゼミ の栽培活動のリ ー

ダーと な るこ と で、 自然な形で教材研究 を進めるこ と が

でき てい る。

② 学生間の交流を図る 「手段」 と しての栽培活動

森山ゼミ には技術科の現職教員 だけでな く 、 ICT 活用

や情報教育を志望す る院生がいる。 また、 行動開発系教

育 コ ースの技術 ・ 情報分野には、 海外から の留学生も少

な く ない。 さ ら に、 教職大学院も担当 し てい るこ と から、

授業実践開発 コ ースの院生も 配属 さ れてい る。 こ のよ う

な背景の異なる院生たちは当然、 研究指導を一緒に行う

こ と がで き ないため、 同 じ コ ース、 同 じゼミ にいて も、

それぞれの動き、 学びがばらばら になり がちであ る。 さ

らに、 行動開発系教育 コース応用生活系教育分野には、

技術 ・ 情報分野と共に家庭分野の院生が在籍 しているが、

お互いの交流の場は多 く ない。 そこ で、 こ のよ う な多様

な院生間の交流を促すこ と を、 栽培活動の副次的な効果

と し て期待 し、 実施 し てい る。 特に、 ス ト レート 院生と

現職院生と の協働によ っ て、 若いス ト レ ー ト 院生にチ ー

ムワークの大切さや責任感を醸成する場と し て、 スチユー 

デ ン ト フ アー ムは重要な役割 を果た し てい る。

③ フ ァームでの栽培活動を コアにし た多様なプロ ジェ

ク ト の実施

上記のよう に森山ゼミ では、 森山ゼミ 配属院生だけで

な く 、 行動開発系教育 コース応用生活系教育分野、 教職

大学院授業実践開発 コースの院生を巻き込んで栽培活動

に取り 組んでいる。 その際、 単に作物 を育て収穫するだ

け で な く 、 そ れら の活動 を コ ア と し た多様な プロ ジェ ク

ト を展開 し ている。 例えば、 収穫 し た作物を具材と し た
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バ ー ベ キ ユー パー テ イ や流 し そ う めん、 フ ァ ームに設置

す るベ ンチの製作や収穫 し たサツマイ モの学園祭での販

売な どの活動に取り 組んでい る。 こ のよ う な活動は、 現

職教員院生にと っ ては教職以外の多様な経験の幅を広げ

る機会に、 ス ト レ ー ト 院生に と っ ては プロ ジ ェ ク ト 型の

行事 を推進す る コ ーデイネイ ト 力 や コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン

力 を身に付け る機会にな っ てい る。 (写真 8 およ び写真

9 は森山ゼミ の活動の様子。) 

写真 8 : 森山ゼミ での栽培活動 (平成25年度) 

写真 9 : 森山 ゼミ ・ バ ー ペキ ュ ー パ ー テ イ での調理の様子

(平成25年度) 

(3) 授業外での利用 【増澤 ・ 小和田 ・ 吉國】

■ 増澤 ( フ ラ ワ ーガーデ ン)

実習園の西側に空き スペースと し てあ っ た土地を数年

かけて手作業で開墾し、 花木や果樹を育てている。 1 年
を通し て さま ざまな種類の花木を観察するこ と ができ る。 

スチ ユー デ ン ト フ アー ムと し ての整備後は遊歩道も 敷設

さ れ、 授業の合間に色 と り どり の花木を眺めながら散歩

す るこ と は、 心身のリ フ レ ツシユにも な る。 学生は野菜

の栽培活動の方に興味を向けがちであるが、 学校現場で

は花の栽培や花壇の手入れに教員が関わるこ と も多いた

め、 花木に関す る知識を持 っ てお く こ と も 必要であ る。 

■小和田 ( ヒ ユー ム管)
当初は、 修士の研究課題と し ていた色素によ る薄膜の

染色に用い るための、 藍の栽培 を行 っ てい た。 こ のよ う

に植物の栽培からは じめて天然色素 を得るこ と は、 教員

にな る学生にと っ ては有意義な こ と であ っ たが、 一方で
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研究を進める上で必要な量の色素 を継続的に確保す るこ

とは難し く 、 現在は、 将来、 同様に天然色素 を用い る研

究を行う 場合に備えて、 年間を通し て何らかの植物を栽

培 し、 耕作地を維持 し てい る状態であ る。 

■吉國ゼ ミ (畑地 ・ ヒ ユー ム管)

・ 活動の概要 : 吉國ゼミ チームと し て、 大学院生 1 名が

世話役 をつと めながら、 平成24年度から フ ァ ームでの活

動に参加 し てい る。 今年度は、 大学院昼間ク ラ スのゼミ

生 6 名が協同 して、 主と して昼休みや放課後等の時間を

活用 し ながら、 種まきや苗の植え付け、 草刈り や水やり

な どの世話、 成長 し た野菜の収穫な どの活動 を行 っ てい

る。

・ 利用の目的 : 学生と教員 と が自由で平等な立場でチー

ムの活動に関わり ながら、 主に次の 2 つのこ と を実現 し

よ う と 、 取 り 組んで い る。 ひと つは、 食物 と な る植物

(作物) を栽培 し、 収穫し た作物を調理し て、 皆で食べ

て楽 しむ体験をす るこ と。 も う ひと つは、 作物に限らず

各自が気にな っ た植物 を、 フ ァ ームで育て、 観察 を行う

こ と である。 こ れらはいずれも、 高橋 (1990) の 「生活

園を作 る」 と いう 提案を、 自分たち もぜひ実現 し てみた

い という 願いに基づいてい る。

・ 取り 組みの実際と意義 : まずは、 今年度に どんな活動

が行え たのか、 こ れまでのフ ァ ームの取り 組みを簡単に

振り 返 っ てみたい。 4 月 には、 採取 し た タ ンポポを、 長

さ 1 m の塩 ビパイ プに植え る作業 を行 っ た。 5 月初句

には、 M 2 の大学院生が中心と な っ て、 新たに 8 種類の

春野菜が選定 さ れ、 苗の植えつけ を行 った。 ミ ニ ト マ ト 、

キ ユウ リ 、 ナ ス、 甘 ト ゥ 美人、 スイ カ、 ピ ーマ ン、 オ ク

ラ、 エ ダマ メ 、 落イ◆生であ っ た。 6 月には、 収穫 し た ソ

ラ マ メ の皮 を皆でむき、 塩ゆで を し ておい し く 食 し た。 

7 月には、 ピ ーマ ンやキ ュ ウリ な どの収穫 を行 っ た。 夏

には、 フ ァ ームの世話役が、 M 2 から M I の院生へ と

引 き継がれた。 そ し て、 新 しい M I の世話役が中心 と

なっ て、 夏休み期間におけ る水やり当番の割り 振り が行

われ、 夏休み期間も分担 し て フ ァ ームの管理を行 っ た。 

後期に入り 、 落花生の収穫を行っ た後、 ハクサイ 、 タイ

コ ン、 ネ ギ、 ホ ウレ ンソ ウな どの冬野菜の苗 を植え付け

た。

チ ームのメ ンバーのひと り と し て、 こ のよ う な フ ァ ー

ムでの取 り 組みに気楽に関わり ながら 、 次のよ う な3つ

の意義があ るのかも し れない と 、 考え る よ う にな っ た。 

ひと つは、 食べる楽 しみを共有 し ながら、 作物栽培の過

程で必要な計画の立案や作業の分担を引き受けるこ と で、

無理のない程度で連帯 し達成感が味わえ るこ と である。 

食べる こ とは楽 しい。 皆で世話を し、 栽培から収穫の過

程を知り つつ食べる と、 よ り 一層その楽 し さ を感 じ る こ

と がで き るよ う に思う 。 さ ら には、 日の前の作物 をよ り
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良く 栽培 しよ う と取り 組む中で、 過去にう ま く い つた点

や失敗 し た点について、 先輩から後輩たちへと、 自然な

形で文化が継承 さ れるこ と が可能にな るこ と であ る。 作

物の栽培は、 やっ てみる と、 なかなか思い通り にはいか

ない。 1 年間、 同 じ土壤で格聞 し た先輩院生の体験は、

例えば、 植え付け作業までの段取りや収穫に向けてのちよつ

と し た工夫と いう 形で、 次の世代へと引 き継がれてい っ

てい るよ う に思え る。 最後には、 作物 に限 ら ず気にな る

植物 を フ ァ ームで育 て てみる こ と で、 その植物のラ イ フ

サイ ク ルを眺めたり 、 花や実の実物に触れながら、 自 ら

が持 っ た予想や違和感について確かめたり す るこ と がで

き る。 ゼミ な どで取り 上げ ら れた “かわり だね (自身の

生活経験から見て変わっ てい る と 感 じ た も の) ” が、 そ

の後 どう な っ てい く のかを、 各自の興味の持ち よ う に応

じた形で、 のんびり と 学ぶこ と がで き るのではない だ ろ

う か。

・ 学生の感想 : チームの M I 院生 4 名が、 今年度こ こ

までの活動 を振り 返っ て、 感想を記 し て く れた。 氏名と

と も に掲載の許可が得 ら れたので、 紹介 を させていただ

き たい。

● 「ゼミ のメ ンバーと協力 し て、 数種類の野菜を栽培 しま し た

が、 やっぱり汗 を流 し て農作業 をす るのは気持ちいいですね。

土作 り や種ま き から始ま り 、 肥料や水 をやっ たり 、 雑草抜き

を し たり 、 なかなか大変で し たが、 収穫す る時のあのワ クワ

ク感は、 本当に最高で し た ! 私にと っ て貴重な体験と なり ま

した。」 (M I 荒井隆一)
● 「たんぼぼの実験は、 どこ ま で根が伸びてい く のかと いう こ

と だけで な く 、 環境が変わっ た状況で も強 く 成長で き てい く

のか どう かも気にな っ てい るので、 最後の一つが どう な っ て

いるのか楽 し みです。 野菜は、 水やり と 草ひき ぐらいの世話

し かで き なかっ たのですが、 多 く の収穫 を も たら し て く れま

し た。 動物で も植物で も、 成長 を見るこ とはやはり 楽 しみで

あり 、 成果が出 る と う れし い も のだと 改めて感 じ ています。」

(M I 小林禎明)
● 「 フ ァ ームを利用 し て、 実際に自分たちの手で野菜 を育て る

楽 し さ を実感できま し た。 収穫はも ち ろんのこ と ですが、 育

てる過程を体験す るこ と で、 野菜が実 る前や後の様子、 土や

肥料 ・ 天候な どの環境づ く り にも関心 を持つよ う になり ま し

た。 さ ら に野菜のみな ら ず、 たんぼぼの根は どこ ま で伸 びる

のかな どの疑問について植物観察に も取り 組めま し た。 こ れ

から も フ ァ ームでの活動 を通 し て、 様々な観察や発見に向け

て自分の興味関心 を広げていき たいと 思います。」 (M I 棚倉

未弥)
● 「自分達で育てた野菜の味は格別で し た。 成長の過程の違い

や植物の生命力 も感 じ るこ と ができ、 と ても良い経験になり

ま した。 教育現場で もこ のよう な感動を子 ども達と共有でき

ればいいな と思います。 今後 も様々な植物 を育てたり 、 その

観察の方法な ども工夫し ながら見聞 を広げたいです。」 (M I
内藤傑) 
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写真10 : 吉國ゼミ の様子 (平成25年度) 

2 . 第 2 フ ァ ーム

(1) 「食育 プロ ジェ ク ト」 から スチ ユーデ ン ト フ アーム

へ

総合教職キ ャ リ アセ ン タ ー設置準備室 / 教職キ ャ リ ア

開発セ ンタ ーは、 ① Research & Development (教職キャ

リ アに関す る調査研究) 、 ② Support (学生のキ ャ リ ア

形成支援) 、 ③ Coordinate (大学の他の部門や他大学 ・ 

地域と の連携) と いう 3 本柱から な っ てい る。 スチ ユー 

デ ン ト フ アー ムは、 ② Support と ③ Coordinate と い う

側面から捉え るこ と ができ る。

Support は、 豊かな人間性 を備え た教員 にな る ために、

大学時代に幅広い経験と学びを提供すると いう 取り 組み

で あり 、 スチ ユーデ ン ト フ アームはそのひと つ と し て考

え ら れる。 自 らの体を用いて土 を耕 し、 植物や動物 ・ 昆

虫 な どに触れ、 と き には炎天の下、 水や肥料 を遺り なが

ら野菜の成長 を観察 し、 自分で育て たも のを収穫 し て食

べる と いう 一連の作業は、 机上の勉強だけでは手に入ら

ない体験である。

そ し て ス チ ユー デ ン ト フ アー ムには、 Coordinate の意

味がい く つかある。 総合教職キ ャ リ アセ ンタ ー設置準備

室 / 教職キ ャ リ ア開発セ ン タ ーは、 基本的には学生の正

課外活動の支援を行う ため、 正課内活動、 と り わけ教科

教育の授業や活動 と連携するこ とは非常に重要で有意義

な機会であ る。 授業で学ぶこ と と授業外での経験と をつ

なげ、 つねに自己省察 し ながら成長 し てい く こ と が、 学

生のキ ャリ ア形成にと っ ては必要な過程であり 、 スチ ユー 

デ ン ト フ アー ムはこ の正課 と正課外活動 をつな ぐための

結節点 と な っ てい る。 ま た、 さ ま ざま な立場の人々 (学
生 ・ 院生 ・ 教職員 ・ 地域住民等) と学生が交流す る と い

う 意 味 で 、 ス チ ユ ー デ ン ト フ ア ー ム は そ れ自 体 が

Coordinate の場で あ る。

総合教職キ ャ リ ア セ ン タ ー設置準備室の Support と
Coordinate を基軸に し た プロ ジェ ク ト と し て、 平成23年

に 「教職キ ャ リ ア形成支援講座」 の一環 と し て行 っ た

「食育 プロ ジェ ク ト」 を挙げるこ と ができ る。 加束市と

地元の食改善 ボラ ンテ ィ ア団体 「いずみ会」 の協力のも

と、 本稿筆者の一人であ る岸田が食育についての講座を
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行い、 参加学生らは加東市の特産物を用いた健康メ ニュー

を考案 し た。 次の週には、 岸田およ び本稿筆者の一人で

あ る横山の指導のも と、 参加学生たちは加束市の職員 と

と も に実際の調理を行 っ た。 また同年10月には、 兵庫県

の食文化の研究 と普及や地産地消に力 を入れてい る料理

研究家の白井操 さ んによ る講演会を、 加束市の協力で開

催 し た。 前述のよ う に、 総合教職キ ャ リ アセ ン タ ー設置

準備室で スチ ユー デ ン ト フ アー ムのアイ デア を 「平成23 
年度重点事項に係る提案型事業」 に申請 し たのは、 こ れ

ら一連の 「食育プロ ジェ ク ト」 を発展させる日的でもあっ

た。 

(2) 平成24年度の活動

第 1 フ ァ ームの改修と 第 2 フ ァ ームの整備が終了 し た

平成24年 4 月に、 学生の新学期 オリ エ ンテ ー シ ョ ンや

「 キ ャ リ ア セ ン タ ー案内」 のパ ン フ レ ッ ト 、 全学 メ ール、

スチ ユー デ ン ト フ アー ムのブロ グサイ ト (巻末の図参照) 

等 を通 じ て利用者の募集を行 っ た。 応募 し てき た学生に

はオ リ エ ン テ ー シ ョ ン を行い、 ス チ ユーデ ン ト フ アーム

の活動全体に積極的に関わる と いう 利用規定について説

明 を し た。 その結果、 第 1 フ ァ ームに新たに整備 し た畑

を教職大学院専門職学位課程小学校教員養成特別コース

(以下 「小免コ ース」 ) 3 年生のグループ (17名) と上述

の吉國ゼ ミ のグループ ( 6 名) が使用す るこ と にな っ た。 

また第 2 フ ァームは、 学部 2 年生と 3 年生が各 1 名ずつ、

小免 コ ース 2 年生のグループ (18名) 、 修士課程大学院

生の個人 2 名、 グループ 1 つ ( 2 名) が使用す るこ と に

な っ た'5。
第 2 フ ァ ームで平成24年度に行 っ たイ ベ ン ト は以下の

通り である。

● 5 月12日 加東市農家の方 2 名'6の指導によ る ト マ ト ・ ナ ス ・

キユウリ ・ ピーマ ン苗植え講習会 (参加学生 9 名 : 写真11) 。

野菜 も人も愛情を込めて手 をかけ るほ ど立派に育 つて く れる

こ と 、 野菜や動物の命 をいただ く 感謝の気持 ち を忘 れてはな

ら ないこ と 、 そ し て将来教員 にな っ たと き に食育の大切 さ を

子 ども たちに教え てほし い と いう 話があ っ た。 その後、 錦 や

鋤で土 を耕し、 支柱 を立て、 苗を植えた。 苗を植え る作業に

どれほどの労力や工夫がいるかを参加者は体験する こ と がで

きた。

● 7 月10日 ジヤガイ モ ・ ニ ンジンの収穫 (参加学生 3 名 : 写
真12)。

● 9 月12 日 ミ ーテ ィ ングおよ び草刈り な どの環境整備 (参加

学生 8 名 : 写真13)。 5 月に植えた野菜が一通り 収穫できた

が、 夏休みにフ ァ ームは雑草に覆われて し ま っ た。 大学院同

窓会事務局事業支援協力員 (当時) の高見勉さん指導のもと、

草刈り を行っ た。

● 9 月25日 ミ ーティ ング (参加学生 8 名)。 今後のイ ベ ント

計画や、 次世代の育成な どがテ ーマ と し て挙げら れた。

●10月10日 学生企画によ るスチ ユー デ ン ト フ アー ム参加者の

勧誘および種 ・ 苗植えイ ベ ント (参加学生18名 : 写真14およ
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び写真15)。 勧誘で参加した学生 9 名と教職員総勢27名でリ ー

フ レ タ ス ・ 白菜 ・ カ ブ ・ タ イ コ ン ・ ネ ギ ・ ホ ウ レ ン ソ ウの種

苗植え を行っ た。

●11月12日 ミ ーティ ング (参加学生 7 名 : 写真16) 。 それぞ

れがスチ ユー デ ン ト フ アー ムに対す る思い を出 し合いながら、

キ ヤツチ フ レ ーズ 「植え る感動 育て る感動 食べる感動

~ みんなで土 を味わおう ~ 」 を作 る。 その後ほう れん草の間

引 き と、 リ ーフ レ タ スの収穫を行う (写真17)。

●12月11 日 第 1 ・ 第 2 フ ァ ーム合同 冬野菜の収穫およ び試

食会 (参加学生 2 名、 教員 5 名 : 写真18)。 家庭科調理実習

室にて収穫 し た野菜 を調理 し て試食。 授業で顔 を合わせない

教員や他のサーク ルと の交流も で き たよ う であ っ た。

● 2 月15日、 3 月 8 日、 3 月14日、 3 月21日 教職員を交えて

の第 1 ・ 第 2 フ ァ ーム合同 ミ ーテ ィ ング。 看板設置について

の話 し合いと 、 サーク ル化に向け ての具体的な会則およ び安

全マ ニ ュ アルの作成。

● 3 月27日 第 1 ・ 第 2 フ ァ ーム看板設置。 

(3) サーク ル化 と ボラ ンテ ィ ア活動支援部門への移行

上述のよ う に、 第 2 フ ァ ームを メ イ ンにスチ ユーデ ン

ト フ アー ムのサーク ル化が決定 し、 平成25年 4 月 1 日よ

り 新 しいサーク ル 「兵庫教育大学スチ ユー デン ト フ アー 

ムサー ク ル」 が発足 し た。 顧問は筆者の一人であ る増澤

が引き受けた。 部員は学部生 ・ 大学院生 ・ 教員からなり 、

新入生のメ ンバーも加わっ て、 試行錯誤を し ながら も、

自分 たち の手で フ アー ミ ン グを行 っ てい る様子で あ る。 

スチ ユー デン ト フ アー ムが立ち上がっ た当初は、 教職キ ャ

リ ア開発 セ ン タ ーの教職員 が道具や土 ・ 肥料 ・ 苗な どの

購入、 開墾、 水 ・ 肥料遺り 、 支柱立て、 そ し てイ ベ ン ト

の準備まで を行 っ てい た。 その姿 を見て、 も っ と自分 た

ちでやり たい、 あるいはやるべき だと考え た学生が自発

的に動いた結果のサーク ル化であ っ た。 こ れは大学が学

生に仕掛け たこ と の、 成功的な発展形態だと考え ら れる

だろう 。

ス チ ユーデ ン ト フ アームサ ー ク ルは、 第 2 フ ァ ーム を

中心に活動 し、 新たに作 った園場にサツマイ モ を植えて、

10月下旬に収穫した (写真19および写真20) 。 この新圃

場ででき たサツマイ モは、 調理し て11月の嬉望祭 (大学

祭) で販売する予定である。 

おわ り に スチ ュ ー デ ン ト フ アー ムの課題

以上、 スチ ユー デ ン ト フ アー ムの経緯や実践 を考察 し

てき た。 今後の課題と し ては、 まず管理の問題が挙げら

れる。 スチ ユー デ ン ト フ アー ムの活動や維持 には経費が

かかる。 しか し平成25年度以降、 スチ ユー デ ン ト フ アー 

ムは大学の重点事項ではな く な っ たため、 第 1 フ ァ ーム

は教員の個人研究費で支え ら れている状況である。 また

第 2 フ ァ ームに関 し ては、 教職キ ャ リ ア開発 セ ン タ ーの

所管ではあ るが、 キ ャ リ アデザイ ン支援部門から ボラ ン

テ ィ ア活動支援部門へと 移っ たため、 教職キ ャリ ア開発
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写真11 : 苗植え講習会 写真12 : ジヤガイ モの収禮 写真13 : 環境整備 (草刈り) 写真14 : 苗植え体験会チラ シ

●- -_ 

写真15 : 苗植え体験会の様子 写真16 : キ ヤツチ フ レ ー ズ作 り 写真17 : リ ーフ レ タ スの収程

写真18 : 収禮 さ れた野菜の試食会 写真19 : サツ マイ モの収禮 写真20 : 収禮 さ れたサツ マイ モ

セ ン タ 一 は ス チ ユー デ ン ト フ アー ムにおけ る ボラ ン テ ィ

ア に関連す る活動 にのみに関 わる こ と に な っ た '7。 意義

のある事業であっ ても、 教員の個人的な活動や研究費に

頼 っ ていては、 制度 と し て確立 させるこ と は難 しい。 た

と えば他の大学に見 ら れるよ う な形で、 独立 し た機関と

し て運営 さ れるよ う になれば、 教育的な効果を安定 し た

形で提供す るこ と が可能と な ろう 。

も う ひと つは、 学生の意識の問題がある。 学生の参加

数が少ないと、 大学全体と し ての教育的な意味は減少 し

て し まう 。 と く に第 2 フ ァ ームのよ う に、 自発的な関わ

り しかない場合には、 よ り多 く の学生に参加 し ても ら う

こ と がまず必要と な る。 そ し てせっ か く 関わっ た と し て

も、 活動に継続的に関われない (関わら ない) こ と も問

題である。 栽培には土作り 、 連作、 気候と の兼ね合いな
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どの計画が必要だが、 こ の必要性が分かっ ていなけ れば、

継続的に関わるこ とは難しい。 その原因 と し ては、 収穫

物や間引いたも のの食べ方や調理方法が分から ないため

に 「おい しい」 と感 じ る体験ができず、 サイ ク ルが回ら

ないこ と が考え ら れる。 食べ物 を育ててい る と いう 意識

を し っ かり と持つためには、 こ の 「おい しい」 と感 じ る

体験 を させるための仕掛けが必要であ る。 ま た、 利用の

仕方において も問題が見 ら れるこ と があ る。 道具の管理

がで き ない、 土 を散 ら か し たまま畑に返 さ ない、 と い っ

た行為は、 栽培には土 ・ 水 ・ 光が必要と いう こ と を し っ

かり と分かっ ていれば防 ぐこ と ができ る ものである。 ひ

と つひと つの作業には意味がある こ と を理解 させる教育

的実践があ っ て こ そ、 学生は自発的に動け る よ う にな る

ので あり 、 そ れはた んな る放任 と は異な る も のであ る。 



横 山 香 増 澤 康 男 渥 美 茂 明 岸 田 恵 津 森 山 潤 小和田 善 之 吉 國 秀 人

最後に、 実際の教育的効果の検証の必要性が挙げら れ

る。 成功や失敗体験を通じて自分が成長したこ と を感 じ、

机上の知識が生き生き と し たものと なり 、 大変な作業や

苦労 を共有す るこ と で仲間意識を強める。 こ れらすべて

の体験が、 将来教員 にな っ た と き にき っ と役立つだ ろ う

と いう 感想を、 参加 し てい る学生たちが持 っ てい るこ と

は、 すで に上記の吉國ゼ ミ でのレ ポー ト にも 表れてい る 

しかし こ れは一部の深 く 関わっ た学生の感想であり 、

今後は実証的な形でそれを示 し ていかなけ ればな ら ない。 

も ち ろ んそのためには、 スチ ユーデ ン ト フ アー ムが大学

全体で支援 さ れる事業と し て確立 さ れるこ と が最低限必

要である。 

注

1 松尾は農業ではな く 「農耕 ・ 園耕」 と いう こ と ばを

用い、 両者 を土地の規模で呼 び分け し てい る。 ま た

「農耕 ・ 園耕」 においては 「業」 と 「芸」 があ ると し、

前者を 「産業 と し ての取り 組み」、 後者を 「暮ら しの

一部と し て実践」 するものと し ている。 松尾 (2013)
36 ~ 39べ一 ジ参照。 

2 松尾 (2013) 32~ 36べ一 ジをまとめた。

3 たとえば本学の近隣 (兵庫県加西市) には、 神戸大

学大学院農学研究科附属の農場 「食資源教育研究セ ン

タ ー」 がある。 水田 ・ 放牧地 ・ 野菜畑 ・ 果樹園を擁す

る40ヘ ク タ ールの土地では、 同大学だけ ではな く 、 近

隣の小中学校や近畿圏の他大学も農業体験実習ができ

るよ う にな っ てい る。 (http://www.edu.kobe-u.ac.jp/ans-
foodres/ 最終閲覧日 : 2013年10月31 日)

4 Sayre (2011) , p. 1.
5 ibid. p 2.
6 近畿圏の教育大学では、 以下の例が挙げら れる。

・ 京都教育大学環境教育実践センター 「環境教育実習園」

(http://rinshou.kyokyo-u.ac.jp/kankyo.pdf 最終閲覧日 :
2013年10月31 日)

・ 奈良教育大学 「自然環境教育セ ンタ ー」 (http://www.
nara-edu.ac jp/ECNE/jissyuen/pepn3.htm 最終閲覧日 : 
2013年10月31 日)

・ 和 歌 山 大 学 教 育 大 学 附 属 農 場 (http://www.edu.
wakayama-u.ac.jp/2013_p3p4_fuzoku.htm1 最終閲覧日 : 
2013年10月31 日) 
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http://hute-careercenter.info/student farm/ (最終閲覧日 : 2013年10月31 日) 
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7 京都教育大学環境教育実践セ ンタ ーの 「環境教育実

習園」 には、 栽培学習園、 果樹 ・ 樹木園、 環境教育有

機物リ サイ ク ルシステム実験実習等、 温室、 環境共生

園な どが備え ら れてい る。

8 カ ー ルスルー エ教育大学の学習園については、 以下

の URL を参照 し た。 (http://www.ph-karlsruhe.de/insti 
tute/ph/institut-fuer-bio1ogie-und-schulgartenentwicklung/ 
lemgarten/ 最終閲覧日 : 2013年10月31 日)

9 「総合教職キ ャ リ アセ ンタ ー設置準備室」 は、 教育

場面におけ る指導力 ・ 実践力 ・ 課題解決力 と と も に、

幅広 く 柔軟な人間性や社会性を備え た、 「学び続け る

教師」 の養成を目的とする プロ ジェ ク ト 「総合教職キャ

リ アセ ンタ ーを基軸に し た人間力 ・ 教師力 を備え た教

師の育成一新時代の学校をリ ーダーと し て担う 教師を

育成す るキ ャリ ア教育の開発 ・ 展開一」 (文部科学省

特別経費事業 : 平成22年度~ 27年度) のために平成22
年 4 月に発足 した部署であり、 平成24年 4 月からは従

来の就職支援室と統合 し、 「教職キャリ ア開発セ ンタ ー」

と な っ た。

10 申請のタイ ト ルは 「地域の力 を活かし た食育総合 プ

ロ ジェ ク ト : 食の指導に強い教師 を育成す る」 であっ

た。

11 加束市久米地区長の柴崎弘毅さ んが本学での農園設

置の意義 を理解 し、 第 2 フ ァ ームの開墾と第 1 フ ァ ー

ムの土入れに参加して く れた。 また 1 年後に第 2 フ ァー

ムに新たな畑地を作 っ た際にも、 土入れをお願い し た。

以下でも述べるよう に、 地域連携はスチユーデント フ アー

ム運営において大き な役割 を持つ。

12 プラ ン タ 一、 ベ ンチ、 ミ ニ畑の丸太はそ れぞれ間伐

材から作 ら れている。 間伐は森林を維持するう えで重

要な作業であるが、 その手間やコス ト により 難し く なっ

てき てい る。 しかし環境保護と いう 観点から間伐材を

積極的に利用 し てい る林業関係者もおり 、 こ れらのプ

ラ ンタ 一 やベ ンチの製作は多可町の業者に依頼 し た。 

13 間伐材を積極的に利用 し てい る姫路市の業者に依頼

した。

14 スチ ユーデ ン ト フ アー ムのロ ゴは、 本稿筆者の一人

である横山が、 キ ャリ ア支援課事務補佐員の蓬莱礼子

さ んと 共同で作成 し たも のであ る。 ま た看板のデザイ

ンは教材文化資料館課員の山下真人さ んに協力 しても

ら っ た。 なお本学マス コ ツ ト キ ヤラ ク タ 一 「 ひよう ち ゃ

ん」 は、 事前に許可を得て利用 し てい る。

15 学年およ び参加人数はすべて当時のものである。

16 こ のと き も加東市米田地区長の柴崎 さ んに依頼 し て

紹介 し て も ら っ た。

17 ス チ ユーデ ン ト フ アームサー ク ル自体は ボラ ン テ ィ

ア活動団体ではないため、 一般の学生サーク ルと し て

学生支援課に登録 さ れてい る。 
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18 学生のレ ポー ト は、 教職キ ャ リ ア開発 セ ン タ ー 『平

成22 ~ 24年度 教員養成系大学が担う特色ある教職キャ

リ ア開発の質保証を日指 して 中間報告書』 第 2 節第

2 項第 3 目 「スチ ユーデン ト フ アー ム事業の概要と検

証」 (142~ 149ページ) にも掲載さ れている。 
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